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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 22年５月 13日に公表しました平成 23年３月期の第２四半期累計

期間業績予想および配当予想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 23年３月期第２四半期累計期間業績予想数値の修正 （平成 22年４月１日 ～ 平成 22年９月 30日） 

（１）連  結                                              （単位：百万円、％） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

（円） 

前回発表予想（Ａ） 126,900 26,700 26,900 21,600 137.78

今回修正予想（Ｂ） 128,700 △26,700 △26,000 △43,900 △280.10

増減額（Ｂ－Ａ） 1,800 △53,400 △52,900 △65,500 

増  減  率 （％） 1.4 ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
141,722 8,069 9,227 2,440 15.55

 

（２）個  別                                             （単位：百万円、％） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

（円） 

前回発表予想（Ａ） 108,500 24,200 25,000 20,900 133.32

今回修正予想（Ｂ） 109,800 △29,700 △29,100 △45,200 △288.34

増減額（Ｂ－Ａ） 1,300 △53,900 △54,100 △66,100 

増  減  率 （％） 1.2 ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 22 年３月期第２四半期） 
121,409 6,283 7,214 2,122 13.53
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２．修正の理由 

（１）個別業績予想の修正について 

前回発表予想に比べ、営業収益は、ほぼ計画どおりの見通しであります。営業費用は、金融費用が 

２億円の減少、オペレーションコストであるその他販売管理費も 32 億円の減少となりましたが、貸倒

費用および利息返還費用の合計で 579 億円の増加（第２四半期末時点の利息返還損失引当金残高は

2,023 億円となる見込み）となったことから、営業利益は△297 億円（前回予想比 539 億円減）、経常利

益は△291 億円（前回予想比 541 億円減）となる見通しです。 

また、特別損失において、投資有価証券評価損などを計上したことにより、最終利益である当期純利

益は△452 億円（前回予想比 661 億円減）となる見通しです。 

（２）連結業績予想の修正について 

個別業績予想の修正を主要因に、連結業績予想につきましても修正することとなりました。 

 

３．通期業績予想数値の修正 

通期の業績予想数値につきましては、現在算定中であり第２四半期決算発表時（平成22年11月９日（火）

予定）に公表させていただきます。 

 

４．配当予想の修正 

 （１）平成 23年３月期通期の配当予想数値の修正（平成 22年４月１日～平成 23年３月 31日） 

 １株あたり配当金 

基 準 日 第２四半期末 期末 年間 

前 回 予 想 ― ― ― 

今回修正予想 ０円 00銭 ０円 00銭 ０円 00銭 

当 期 実 績 ― ― ― 

前 期 実 績 
（平成 22年３月期通期実績） 

５円 00銭 ５円 00銭 10 円 00 銭 

 

（２）修正の理由 

当社は配当政策といたしまして、経済金融情勢、当社の業績などを勘案の上、継続して利益還元を図

っていくことを基本方針としております。しかしながら、第２四半期累計期間の業績予想を修正したこ

とに伴い、平成 23年３月期第２四半期末および期末配当につきましては、誠に遺憾ではございますが、

無配とさせていただく予定です。 

 

※業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、最終の業績は今後さまざまな要

因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 

 


